
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６次軽井沢町長期振興計画策定に係る 

町民等意向調査（アンケート）報告書 
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１．調査の概要 
 

 

 

③ 町外（東京都在住）アンケート 

調査の対象 東京都在住者（リサーチ会社登録者） 

調査期間 令和２年 11月 19 日（木）～11 月 20日（金） 

実施方法 
リサーチ会社が対象者に向けてメールやアプリで配信 

インターネット上にて回答 

回答状況 
回答数  

1,236  
 

 

① 町民アンケート 

調査の対象 
区に加入する全世帯 

（区未加入世帯についてはインターネット回答及び窓口配布） 

調査期間 令和２年９月 18 日（金）～10 月 26 日（月） 

実施方法 

【紙】  区長配布・窓口配布による調査票記載 郵送回収 

【Ｗｅｂ】配布調査票・広報誌にて、ＱＲコードを表記 

インターネット上にて回答 

回収状況 

配布数 回収数 回収率 

5,099 票 1,724 票 33.8％ 

※区未加入者からの回答は 103 票あり、合計 1,827 票の回答 

アンケート結果は、1,827 票でまとめた 

② 別荘所有者アンケート 

調査の対象 軽井沢町に別荘を所有する方（無作為抽出） 

調査期間 令和２年９月 18 日（金）～10 月 12 日（月） 

実施方法 

【紙】  調査票記載 郵送での配布・回収 

【Ｗｅｂ】配布調査票にて、ＱＲコードを表記 

インターネット上にて回答 

回収状況 
配布数 回収数 回収率 

1,000 票 477 票 47.7％ 
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２．町民アンケート 
 

 
Ｑ２-１. 住みやすいと思う点   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２-２. 住みにくいと思う点   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ｑ５. 大切にしたい軽井沢町のイメージ   【ＭＡ】 

 

 

 

 

  

○住みやすいと思う点は、「自然環境が良い」が最も高くなっている一方で、「地域活動が充実してい

る」、「子育てをする環境が整っている」が低くなっています。 

○住みにくいと思う点は、「観光などによる人や車の混雑」が最も高くなっています。 

87.0

35.5

9.5

11.0

18.9

33.7

4.9

2.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自然環境が良い

日常生活に必要な施設が充実している

地域活動が充実している

子育てをする環境が整っている

行政サービスや公共施設が充実している

まちの雰囲気が良い

その他

特にない

無回答

（n=1,145）

75.5

9.3

52.8

42.9

41.6

27.2

16.5

24.5

0.0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

観光などによる人や車の混雑

地域活動が多い

公共交通が不便

買い物が不便

町内に満足できる医療機関がない

他の市町村より行政サービスが良くない

まちの雰囲気が良くない

その他

特にない

無回答

（n=375）

○大切にしたい軽井沢町のイメージは、「自然環境が豊か」が最も高くなっています。年齢別では、

年齢が低くなるほど「観光地としてのにぎわい」の割合が高くなっています。 

85.4

36.1

15.8

11.5

57.7

39.7

31.6

17.5

2.9

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自然環境が豊か

歴史・文化がある

スポーツ・レジャーの環境が整っている

賑わいと活気がある

安心・安全なまち

清潔感がある

閑静な別荘地

観光地としてのにぎわい

その他

無回答

（n=1,827）
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Ｑ６. 次代へ継承していくべきもの   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ７. 今以上に力を入れる必要があると思う点   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ８. 地域活動・ボランティア活動の参加状況と今後の参加意向   【ＳＡ】 

 

 

 

 

 

  

○次代へ継承していくべきものは、「美しい豊かな自然」が最も高く、次いで「まちの上質な景観性」、

「高原野菜などの特産品」となっています。 

87.5

58.1

35.6

24.9

15.1

20.4

37.8

20.9

4.1

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美しい豊かな自然

まちの上質な景観性

旧軽井沢・中軽井沢・追分など、各地区それぞれの風土

文化・芸術に富んだ別荘地の特性

四季を通じたスポーツの多様性

観光地としてのにぎわい

高原野菜などの特産品

観光客などに対するおもてなしのこころ

その他

無回答

（n=1,827）

31.5

28.0

27.1

26.9

21.9

58.3

41.9

60.8

35.4

27.2

7.2

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

IT・情報時代への対応

歴史的遺産の保全

経済の活性化

有害鳥獣への対策

雇用への対策

福祉・医療サービス

道路・公園などのインフラ整備

公共交通の充実と渋滞対策

防災・減災への対策

感染症への対策

その他

無回答

（n=1,827）

○今以上に力を入れる必要があると思う点は、「公共交通の充実と渋滞対策」が最も高く、次いで「福

祉・医療サービス」、「道路・公園などのインフラ整備」の順となっています。 

28.4

28.7

5.9

33.8

3.2

0% 10% 20% 30% 40%

現在参加しており、今後も参加したい

現在参加していないが、今後は参加したい

現在参加しているが、今後は参加するつもりはない

現在参加しておらず、今後も参加するつもりはない

無回答

（n=1,827）

○地域活動等の参加意向は、半数以上が「今後は（も）参加したい」と参加の意志を示しています。 
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Ｑ８-１. 今後参加したい地域活動・ボランティア活動   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ10. 今以上に充実して欲しい情報発信内容   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ13. 町が行うものとして重要なこと   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○今後参加したい地域活動等は、「自治会（区）などの活動」が最も高くなっています。また、年齢

別では、29 歳以下で、「地域づくりやまちおこしに関する活動」、30 歳代及び 40 歳代の子育て

世代では、「子育て支援、高齢者や障がい者の手助けなど福祉に関する活動」が高くなっています。 

33.7

37.0

14.4

34.4

14.9

10.6

28.8

20.9

2.1

2.4

0% 10% 20% 30% 40%

地域づくりやまちおこしに関する活動

自治会（区）などの活動

老人クラブや女性団体、青年団体などの活動

自然保護や環境保全、リサイクルなどに関する活動

自主防災に関する活動

交通安全や防犯に関する活動

子育て支援、高齢者や障がい者の手助けなど福祉に関する活動

教育・文化・スポーツ活動の指導・運営に関する活動

その他

無回答

（n=1,043）

○充実して欲しい情報発信内容は、「防犯や防災」が最も高くなっています。30 歳代の子育て世代

では「子育てや教育」が高くなっています。 

33.4

21.0

49.0

19.5

44.1

31.9

13.6

4.8

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

町政の動き

町の財政状況のあり方

防犯や防災

子育てや教育

介護や福祉

公共施設の利用などに関する情報

町のPR情報

その他

無回答

（n=1,827）

〇町が行うものとして重要なことは、「申請手続きの簡略化・オンライン化」が最も高くなっていま

す。70 歳以上では「窓口対応時間・待ち時間の短縮」が最も高くなっています。 

56.7

35.4

46.4

14.3

6.5

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

申請手続きの簡略化・オンライン化

消毒液など設置による感染対策

窓口対応時間・待ち時間の短縮

会議時間の短縮・オンラインで会議の開催

その他

無回答

（n=1,827）
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３．町の基本方針に対する満足度と重要度の評価 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35点

38点

41点

44点

47点

50点

25点 26点 27点 28点 29点 30点 31点 32点 33点 34点 35点

今後の重要度：高
現在の満足度：低

今後の重要度：低
現在の満足度：低

今後の重要度：高
現在の満足度：高

今後の重要度：低
現在の満足度：高

満足度

今
後
の
重
要
度

１

２
３

４

５

８

７

６

ポジショニ
ング表示

基本方針

1 【基本方針１　森と高原の快適環境】

2 【基本方針２　交流を促す円滑交通】

3 【基本方針３　災害に強い安全・安心のまち】

4 【基本方針４　軽井沢ブランドを活かした交流のまち】

5 【基本方針５　安心して暮らせる健康福祉のまち】

6 【基本方針６　人を育てる教育・文化】

7 【基本方針７　住民が主役の協働参画のまちづくり】

8 【基本方針８　持続と自律の地域主権】

○町民アンケートにおける「第５次軽井沢町長期振興後期基本計画」の基本方針の評価では、『今後

の重要度が高く、現在の満足度が低い』基本方針として、以下が挙げられています。 

◇【基本方針１ 森と高原の快適環境】 

◇【基本方針２ 交流を促す円滑交通】 

◇【基本方針３ 災害に強い安全・安心のまち】 

◇【基本方針５ 安心して暮らせる健康福祉のまち】 

 

○これらの基本方針は、今後町民の満足度の向上を目指すという観点から、そこに紐づく施策を含め

て充実や見直しが求められています。 
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４．別荘所有者アンケート 
 

Ｑ３. 軽井沢町が滞在しやすいと思う点   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４. 軽井沢町が滞在しにくいと思う点   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ５. 別荘の立地環境の満足度   【ＳＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.7

36.3

83.2

28.5

39.8

14.5

0.4

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

気候が過ごしやすい

まちの雰囲気が良い

自然環境が豊かである

他人や仕事に干渉されない場所である

都会の喧騒が無く、ほどよい不便さがある

その他

特にない

無回答

（n=477）

70.0

1.9

11.7

18.0

24.5

13.6

9.2

19.5

7.8

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

観光などによる人や車の混雑

まちの雰囲気が良くない

まちの整備・美化が不十分

有害鳥獣に不安がある

公共交通が不便

買い物が不便

防犯・防災対策に不安を感じる

その他

特にない

無回答

（n=477）

○軽井沢町が滞在しやすいと思う点は、「自然環境が豊かである」が最も高い一方で、「他人や仕事に

干渉されない場所である」が低くなっています。40 歳代～70 歳以上で、「まちの雰囲気が良い」

は年齢が高くなるにつれて、割合が低くなる傾向となっています。 

〇軽井沢町が滞在しにくいと思う点は、「観光などによる人や車の混雑」が最も高くなっています。 

86.6

11.7

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足している

満足はしていない

無回答

（n=477）
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Ｑ６. 別荘の立地環境は近年変化していると感じるか   【ＳＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ10. 新型コロナウイルスの影響による訪問頻度・滞在期間の増減   【ＳＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ11. 今後の働き方における軽井沢町の可能性   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

  

13.0

36.3

45.5

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

良い方に変化したと感じる

良くない方に変化したと感じる

特に変化はしていないと感じる

無回答

（n=477）

○別荘の立地環境の満足度は、「満足している」が８割以上となっている一方で、別荘の立地環境は

近年「良い方に変化している」より「良くない方に変化したと感じる」別荘所有者の割合が高くな

っています。 

○新型コロナウイルスの影響による訪問頻度・滞在期間の増減は、「減った」が４割程度、「増えた」

が２割程度となっています。 

○別荘所有者は「長期滞在化」が最も高く、次いで「ワーケーションの場」、「移住先」の順となって

います。 

※「どれにもあてはまらない」を除いてコメントを記載しています。 

 

23.1

44.4

31.0

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

訪問頻度や滞在期間が増えた

訪問頻度や滞在期間が減った

特に変わらない

無回答

（n=477）

24.1

28.1

8.2

47.8

31.2

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

移住先

ワーケーションの場

サテライトオフィス

長期滞在化

どれにもあてはまらない

無回答

（n=477）
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Ｑ12. 次代へ継承していくべきもの   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ13. 今以上に力を入れる必要があると思う点   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇次代へ継承していくべきものは、「美しい豊かな自然」が最も高く、次いで「まちの上質な景観性」、

「文化・芸術に富んだ別荘地の特性」となっています。 

 

○今以上に力を入れる必要があると思う点は、「自然環境の保全」が最も高く、次いで「まちの景観

の維持・開発規制」、「交通網の整備や渋滞緩和・公共交通の充実」の順となっています。 

 

93.9

76.7

45.3

50.1

19.9

10.9

42.3

14.5

8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美しい豊かな自然

まちの上質な景観性

旧軽井沢・中軽井沢・追分など、

各地区それぞれの風土

文化・芸術に富んだ別荘地の特性

四季を通じたスポーツの多様性

観光地としてのにぎわい

高原野菜などの特産品

観光客などに対する

おもてなしのこころ

その他

（n=477）

80.1

70.0

54.5

15.5

43.8

10.3

27.0

9.9

0.6

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自然環境の保全

まちの景観の維持・開発規制

交通網の整備や渋滞緩和・公共交通の充実

商業施設の充実・日常生活の利便性の向上

防犯・防災など、安全・安心の確保

居住者と別荘所有者の交流機会の創出・拡充

別荘所有者への取組みの充実・情報発信の強化

その他

今以上の取組みは必要ない

無回答

（n=477）
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５．町外アンケート  
 

Ｑ４ 都市のイメージ   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ６．都市とのかかわりについて、望まれていること   【ＳＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○軽井沢の都市イメージは、「別荘地」が最も高く、次いで「自然が豊か」、「ゆったり癒される」の

順となっています。「別荘地」のイメージは、他都市と比較しても突出しています。 

〇一方で「自然が豊か」は那須塩原、富士河口湖、長野よりも低く、「ゆったり癒される」は、那須

塩原、草津、箱根より低くなっています。 

○都市とのかかわりについて望まれていることは、「別荘を所有したい」で“軽井沢”が最も高くな

っています。訪問の有無では、“１年以上前に行った”と比較すると、“１年以内に行った”は「別

荘を所有したい」が約 15 ポイント高くなっています。 

46.7

10.9

10.5

9.0

11.2

70.9

16.4

18.0

6.0

6.0

12.3

12.1

20.9

26.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自然が豊か

歴史や文化がある

個性がある

暮らしやすそう

利便性が高い

別荘地

観光名所が多い

賑わい・活気がある

スポーツに熱心

芸術に熱心

親しみやすい

開放的である

洗練されている

ゆったり癒される

その他

軽井沢

（n=1,236）

1.6

0.6

0.8

0.6

3.6

1.2

2.3

0.6

3.1

2.1

11.3 

1.6 

4.1 

2.6 

3.4 

4.4 

1.5 

4.1 

2.0 

1.5 

49.4 

54.4 

52.1 

63.3 

18.4 

61.5 

68.0 

41.8 

47.7 

43.7 

8.7 

14.1 

8.0 

5.2 

49.9 

11.6 

3.9 

18.7 

6.3 

8.6 

0.0 

0.0 

0.2 

0.2 

0.1 

0.0 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

29.0 

29.2 

34.8 

28.2 

24.6 

21.4 

24.2 

34.6 

40.9 

44.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

軽井沢

日光

那須塩原

草津

鎌倉

箱根

金沢

富士河口湖

長野

松本

移住して住みたい 別荘を所有したい 観光で訪れたい（宿泊）

観光で訪れたい（日帰り） その他 特に考えていない

（n=1,236）
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Ｑ７．軽井沢町行った主な目的について   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ９．今後の軽井沢町の可能性について   【ＭＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.6

17.0

45.2

12.0

6.5

54.0

2.2

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自然や景観を楽しむ

温泉を楽しむ

ショッピングやグルメを楽

しむ

スポーツを楽しむ

美術や音楽を楽しむ

のんびりと保養を楽しむ

仕事をする

その他

（n=930）

○軽井沢町行った主な目的については、「自然や景観を楽しむ」が最も高く、次いで「のんびりと保

養を楽しむ」、「ショッピングやグルメを楽しむ」の順となっています。 

○今後の軽井沢町の可能性は、「別荘所有地」が最も高く、次いでほとんど差がなく「長期滞在化」、

「ワーケーションの場」の順となっています。 

※「どれにもあてはまらない」を除いてコメントを記載しています。 

 

5.7

14.0

13.4

4.3

13.4

69.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

移住先

別荘所有地

ワーケーションの場

サテライトオフィス

長期滞在化

どれにもあてはまらない

（n=1,236）
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６．アンケート結果からみた今後のまちづくりの課題 
 

 

① 豊かな自然環境を保全しながら、いかに住みやすい、滞在しやすい町にしていくか。 

住みやすい町、滞在しやすい町、次代へ継承していくもの、都市イメージ、あらゆる設問で「自然環境」

項目が上位に挙がってきています。第５次軽井沢町長期振興計画後期基本計画においても、【基本方針１ 森

と高原の快適環境】で、自然環境の保全等の取組を行っているところですが、町民の評価では満足度は低く、

重要度は高い結果となっています。住みやすい町、滞在しやすい町、町外から訪れる方の魅力の一つとして、

自然環境保全への取り組み強化と今後の開発との調和が課題となります。また、このコロナ禍の社会情勢の

中で、飛躍的に注目され始めているテレワークの一環であるワーケーションの場や長期滞在化も、この自然

環境を上手く利用していくことで実現するものと考えられます。 

 

② 観光分野も維持しつつ、いかに公共交通対策と交通網の整備を進めていくか。 

今以上に力をいれる必要があると思うものでは、町民及び別荘所有者ともに「公共交通の充実と渋滞対策」

が上位に挙がってきています。住みにくいと思う点については、「観光などによる人や車の混雑」も挙がって

きており、評価では【基本方針２ 交流を促す円滑交通】が最も満足度が低くなっています。一方で町民が

大切にしたいイメージでは、若い世代で「観光地としてのにぎわい」の割合が高くなっています。こうした

ことから、観光地としての魅力を維持もしくは伸ばしつつ、町での生活に重要な交通対策や整備を上手く図

っていくことが求められています。 

 

③ 別荘所有者の声を取り入れて、いかに別荘地として魅力を維持しつづけるか。 

滞在しやすいと思う点では、「他人や仕事に干渉されない」、「まちの雰囲気が良い」の割合が低くなってお

り、また別荘の立地環境が「良くない方に変化したと感じる」が「良い方に変化している」より割合が高く

なっています。「自然環境が豊か」であるという魅力はあるものの、従来別荘所有者が求めている滞在環境が

変化してきている可能性があります。町外の都市イメージでは、「別荘地」としてのイメージは他都市と比較

して突出しており、１年以内に訪れた方は「別荘所有」の意向が高い傾向にあります。今後の軽井沢町の可

能性としても「別荘所有地」としての可能性が高まっていることが伺えます。こうしたことから、別荘所有

者の意見等を取り入れ、従来の魅力ある別荘地を維持することが課題となります。また町外の別荘需要への

取組も検討課題として挙げられます。 

 

④ 町民との協働のまちづくり体制をいかに構築するか。 

住みやすいと思う点で、割合は低いですが、「地域活動が充実している」を選択している方がいます。また

町民で半数以上が「今後は（も）参加したい」と参加の意志を示しています。今後参加したい地域活動等は、

「自治会（区）などの活動」が最も高くなっています。29 歳以下で、「地域づくりやまちおこしに関する活

動」、30 歳代及び 40 歳代で、「子育て支援、高齢者や障がい者の手助けなど福祉に関する活動」への参加意

向が高い傾向にあります。こうしたことから、地域活動をより充実させる環境を整備すること、またこれか

らも町民との協働によるまちづくりを進めていく必要があり、地域活動をきっかけに“地域ぐるみでのまち

づくりの仕組み”を作り上げていくことが重要です。 


